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は
じ
め
に 

『
古
事
記
』
の
建
内
宿
祢
は
、
成
務
・
仲
哀
・
応
神
・
仁
徳
の
四
代
の
天
皇
に
仕

え
た
忠
臣
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
武
内
宿
祢
」
と
し

て
景
行
・
成
務
・
仲
哀
・
神
功
・
応
神
・
仁
徳
に
わ
た
り
仕
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

建
内
宿
祢
の
研
究
は
、
伝
承
の
成
立
時
期
や
、
後
裔
氏
族
の
検
討
な
ど
、
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
訓
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。 

現
行
の
テ
キ
ス
ト
、
諸
注
釈
、
辞
書
類
を
み
る
と
、
建
内
宿
祢
に
は
〈
タ
ケ
ウ
チ

ノ
ス
ク
ネ
〉〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
い
う
よ
う
に

複
数
の
訓
み
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ま
た
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本

書
紀
』
に
お
い
て
も
異
な
る
訓
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。 

本
稿
で
は
建
内
宿
祢
の
訓
の
検
討
を
通
し
て
、
明
治
期
以
降
の
『
古
事
記
』
の
研

究
史
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
主
に
『
古
事
記
』
の
諸
注
釈
を
取
り
上
げ
る
が
、

付
随
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
訓
も
適
宜
確
認
す
る
。 

 

１ 

諸
本
の
確
認 

ま
ず
は
『
古
事
記
』
の
諸
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
。
建
内
宿
祢
の
名
は
、
『
古
事
記
』
に
十
四
例
あ
る
。
こ
れ
を
文
の
順
番
通
り

に
①
か
ら
⑭
ま
で
番
号
を
振
り
、【
表
１
】
に
ま
と
め
た
①

。 

内
訳
は
、
孝
元
天
皇
条
に
二
例
（
①
②
）、
成
務
天
皇
条
に
一
例
（
③
）、
仲
哀
天

皇
条
に
六
例
（
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
）、
応
神
天
皇
条
に
三
例
（
⑩
⑪
⑫
）
、
仁
徳
天
皇
条

に
二
例
（
⑬
⑭
）、
の
計
十
四
例
と
な
る
。
表
の
右
の
列
に
、
天
皇
代
と
該
当
す
る

説
話
、
番
号
を
記
し
、
二
列
目
以
降
、
同
じ
形
式
で
諸
本
の
例
を
一
覧
に
し
た
。
一

行
目
に
は
、
諸
本
を
略
称
で
示
し
た
。 

『
古
事
記
』
の
諸
本
は
伊
勢
本
系
統
と
兼
永
本
系
統
が
あ
り
、
現
存
す
る
最
古
の

写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
（
伊
勢
本
系
統
）
は
無
訓
点
本
の
た
め
外
し
て
い
る
。
一
覧

の
諸
本
は
兼
永
本
を
頂
点
と
し
た
兼
永
本
系
統
に
属
し
て
い
る
②

。 

（1）

建内宿祢の訓について
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一
行
目
の
諸
本
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

兼
…
兼
永
本
（
鈴
鹿
本
） 

春
…
延
春
本 

 

前
…
前
田
本
（
祐
範
本
） 

曼
…
曼
殊
院
本 

猪
…
猪
熊
本 

梵
…
梵
舜
本 

諸
本
を
み
る
と
、〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
訓
が
必
ず
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
訓
が
な
い
部
分
は
、
省
略
さ
れ
た
か
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
と
し

て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
確
か
な
例
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
。

 

続
い
て
刊
本
を
確
認
す
る
。『
寛
永
版
本
古
事
記
』（
一
六
四
四
年
）
で
は
、
表
で

い
う
孝
元
天
皇
条
②
に
該
当
す
る
、
一
例
の
み
「
建

内

タ
ケ
ノ 

 

ノ

宿
祢
」
つ
ま
り
〈
タ
ケ
ノ

ウ
チ
〉
が
と
ら
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。『
鼇
頭
古
事
記
』（
度
会
延
佳
一
六
八

七
）
は
〈
タ
ケ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
。
林
勉
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
仮
名
日
本
書
紀
を
踏
ま
え
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
訓
は
引
き
継
が
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
③

。『
訂
正
古
訓
古
事
記
』（
本
居
宣
長
一
八
〇
三
年
）

『
校
訂
古
事
記
』（
田
中
頼
庸
一
八
八
七
年
）
は
統
一
し
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉

と
し
て
い
る
。 

以
上
を
み
る
と
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
最
も
可
能
性
が
高
い
訓
と
推
定
さ
れ

る
。
訓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
古
本
を
見
る
と
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
も

な
い
が
、〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
も
該
当
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
、〈
タ
ケ
ノ

ウ
チ
〉
も
『
古
事
記
』
の
研
究
史
で
は
寛
永
版
本
で
取
ら
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
訓

だ
と
考
え
ら
れ
る
④

。 

ま
た
、
林
勉
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
『
日
本
書
紀
』
の
諸
本
を
検
討
し
た
結
果
、
無

訓
点
な
ら
び
に
訓
の
省
略
が
あ
る
の
で
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ
る
可
能
性

は
あ
る
が
確
実
な
例
は
な
く
、
比
べ
て
北
野
本
に
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ

り
、
他
の
諸
本
も
こ
れ
に
習
う
部
分
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
釈
日
本
紀
』
に

も
訓
は
確
認
で
き
な
い
。 

従
っ
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
、『
古
事
記
』
に
お
い
て

も
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
⑤

。
こ
の
よ
う
に
諸
本

で
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
で
は
、〈
タ

ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
い
う
訓
は
い
つ
頃
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 ２ 

諸
説
の
整
理 

諸
注
釈
、
辞
書
類
に
は
、〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
の

ど
ち
ら
の
訓
も
確
認
で
き
る
。
建
内
宿
祢
の
訓
に
つ
い
て
、
『
古
事
記
伝
』
で
は
次

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

【
資
料
１
】
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
（
本
居
宣
長
全
集
） 

建
内
は
多
祁
宇

タ

ケ

ウ

智チ

と
訓
べ
し
。
（
世
に
此
ノ

名
を
、
武
之
内

タ
ケ
ノ
ウ
チ

と
、
之ノ

を
添
へ
て
よ
む
は
、

古
事
を
し
ら
ず
、
後
世
竹
ノ

内
と
云
ふ
地
名
の
あ
る
に
な
ら
へ
る
、
み
だ
り
言
な
り
、

古
ヘ

に
建
之

タ
ケ
ノ

と
云
る
例
あ
る
こ
と
な
し
、
）
建タ

ケ

は
美
称
、
内ウ

チ

は
味
師
内

ウ
マ
シ
ウ
チ

の
内
と
一
つ
に
て

共
に
居
す
め
る
地
の
名
に
て
、
大
和
国
有
智
郡
こ
れ
な
り
。 

〈
タ
ケ
ウ
チ
〉
と
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
し
た
上
で
、
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
に
言
及

が
あ
る
の
は
、
寛
永
版
本
に
こ
の
訓
が
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宣
長

（2）
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宿
祢 

建
内

タ
ケ
ウ

チ

宿
祢 

建タ
ケ

内
宿
祢 

建
内

タ
ケ
ウ

チ

宿
祢 

建タ
ケ

内
宿
祢 

建
内
宿
祢 

建タ
ケ

内
宿
祢 

建
内

タ
ケ
ウ

チ

宿
祢 

建タ
ケ

内
宿
祢 

応
神(

髪
長
比
売) 

⑩ ⑪ 

建
内ノ

宿
祢 

 

建
内ノ

宿
祢 

 

建
内ノ

宿
祢 

 

建
内ノ

宿
祢 

 

建
内ノ

宿
祢 

 

建
内ノ

宿
祢 

 

応
神(

造
池) 

⑫ 

建タ
ケ

内ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内ノ

宿
祢 

建
内ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

建
内ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

建タ
ケ

内

 

ノ

宿
祢 

仁
徳(

雁
卵) 

⑬ ⑭ 

【表１】 
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一
行
目
の
諸
本
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

兼
…
兼
永
本
（
鈴
鹿
本
） 

春
…
延
春
本 

 

前
…
前
田
本
（
祐
範
本
） 

曼
…
曼
殊
院
本 

猪
…
猪
熊
本 

梵
…
梵
舜
本 

諸
本
を
み
る
と
、〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
訓
が
必
ず
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
訓
が
な
い
部
分
は
、
省
略
さ
れ
た
か
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
と
し

て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
確
か
な
例
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
。

 

続
い
て
刊
本
を
確
認
す
る
。『
寛
永
版
本
古
事
記
』（
一
六
四
四
年
）
で
は
、
表
で

い
う
孝
元
天
皇
条
②
に
該
当
す
る
、
一
例
の
み
「
建

内

タ
ケ
ノ 
 

ノ

宿
祢
」
つ
ま
り
〈
タ
ケ
ノ

ウ
チ
〉
が
と
ら
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。『
鼇
頭
古
事
記
』（
度
会
延
佳
一
六
八

七
）
は
〈
タ
ケ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
。
林
勉
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
仮
名
日
本
書
紀
を
踏
ま
え
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
訓
は
引
き
継
が
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
③

。『
訂
正
古
訓
古
事
記
』（
本
居
宣
長
一
八
〇
三
年
）

『
校
訂
古
事
記
』（
田
中
頼
庸
一
八
八
七
年
）
は
統
一
し
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉

と
し
て
い
る
。 

以
上
を
み
る
と
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
最
も
可
能
性
が
高
い
訓
と
推
定
さ
れ

る
。
訓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
古
本
を
見
る
と
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
も

な
い
が
、〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
も
該
当
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
、〈
タ
ケ
ノ

ウ
チ
〉
も
『
古
事
記
』
の
研
究
史
で
は
寛
永
版
本
で
取
ら
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
訓

だ
と
考
え
ら
れ
る
④

。 

ま
た
、
林
勉
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
『
日
本
書
紀
』
の
諸
本
を
検
討
し
た
結
果
、
無

訓
点
な
ら
び
に
訓
の
省
略
が
あ
る
の
で
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ
る
可
能
性

は
あ
る
が
確
実
な
例
は
な
く
、
比
べ
て
北
野
本
に
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ

り
、
他
の
諸
本
も
こ
れ
に
習
う
部
分
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
釈
日
本
紀
』
に

も
訓
は
確
認
で
き
な
い
。 

従
っ
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
、『
古
事
記
』
に
お
い
て

も
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
⑤

。
こ
の
よ
う
に
諸
本

で
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
で
は
、〈
タ

ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
い
う
訓
は
い
つ
頃
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 ２ 

諸
説
の
整
理 

諸
注
釈
、
辞
書
類
に
は
、〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
の

ど
ち
ら
の
訓
も
確
認
で
き
る
。
建
内
宿
祢
の
訓
に
つ
い
て
、
『
古
事
記
伝
』
で
は
次

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

【
資
料
１
】
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
（
本
居
宣
長
全
集
） 

建
内
は
多
祁
宇

タ

ケ

ウ

智チ

と
訓
べ
し
。
（
世
に
此
ノ

名
を
、
武
之
内

タ
ケ
ノ
ウ
チ

と
、
之ノ

を
添
へ
て
よ
む
は
、

古
事
を
し
ら
ず
、
後
世
竹
ノ

内
と
云
ふ
地
名
の
あ
る
に
な
ら
へ
る
、
み
だ
り
言
な
り
、

古
ヘ

に
建
之

タ
ケ
ノ

と
云
る
例
あ
る
こ
と
な
し
、
）
建タ

ケ

は
美
称
、
内ウ

チ

は
味
師
内

ウ
マ
シ
ウ
チ

の
内
と
一
つ
に
て

共
に
居
す
め
る
地
の
名
に
て
、
大
和
国
有
智
郡
こ
れ
な
り
。 

〈
タ
ケ
ウ
チ
〉
と
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
し
た
上
で
、
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉
に
言
及

が
あ
る
の
は
、
寛
永
版
本
に
こ
の
訓
が
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宣
長

（3）

建内宿祢の訓について
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は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
と
す
る
説
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
だ
こ
の
訓

を
取
る
説
が
な
い
も
の
と
推
測
で
き
る
。
先
に
挙
げ
た
宣
長
が
校
訂
し
た
『
訂
正
古

訓
古
事
記
』
、
ま
た
そ
れ
を
引
き
継
い
で
整
理
さ
れ
た
『
校
訂
古
事
記
』
も
こ
れ
に

従
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
、
宣
長
の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
説
を
調
べ
た
限
り
で
は
初
出
は
次
の
通

り
で
あ
る
⑥

。 

【
資
料
２
】
伴
信
友
「
建
内
宿
祢
の
名
の
唱
」
『
比
古
婆
衣
』
三
巻 

建
内
宿
祢
の
名
は
兄
を
味
師
内
宿
祢
と
称
へ
る
味
師
に
対
へ
た
る
美
称
に
て
、

多
祁
志
宇
智

タ

ケ

シ

ウ

チ

ノ

宿
祢
と
称
ひ
し
な
る
べ
し
。
其
は
ま
づ
古
事
記
に
兄
の
名
を
味
師
と
あ
る

を
書
紀
に
は
甘
美
と
書
き
姓
氏
録
に
は
味
と
一
字
と
書
る
を
お
も
ふ
に
宇
麻
志
の
志

は
甘
美
の
活
語
な
る
事
著
し
、
弟
の
名
も
同
じ
さ
ま
に
相
対
へ
て
多
祁
志
と
唱
へ
る
に

建
字
を
当
て
書
る
な
り 

『
比
古
婆
衣
』
は
伴
信
友
の
記
し
た
随
筆
集
で
、
弘
化
三
年
に
信
友
が
死
去
し
た

後
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
二
冊
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
二
冊
刊
行
さ

れ
、
残
り
は
伴
信
友
全
集
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
刊
行

さ
れ
た
。
信
友
は
本
居
宣
長
に
感
銘
を
う
け
て
宣
長
の
死
後
門
人
と
な
っ
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
宣
長
の
研
究
を
熟
知
し
た
上
で
の
説
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
建

内
宿
祢
の
兄
で
あ
る
味
師
内
宿
祢
（
『
日
本
書
紀
』
で
は
甘
美
内
宿
祢
）
は
〈
ウ
マ

シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ
り
同
じ
美
称
で
も
あ
る
の
で
対
と
し
て
訓
め
る
と
考
え
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
説
は
、『
古
事
記
』
で
は
な
い
が
次
の
よ
う
な
批
判
も
さ
れ
て
い

る
。 

【
資
料
３
】
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
』
（
一
八
九
九
） 

（
記
伝
の
説
を
記
し
た
後
、
）
近
頃
ま
た
多
祁
志
宇
智
と
訓
り
。
此
は
宇
麻
志
内
と
対
へ

て
。
宜
し
き
か
如
く
な
れ
と
。
し
か
訓
た
る
例
古
書
に
な
し
。
甚
し
き
ひ
か
こ
と
な
り
。 

〈
ウ
マ
シ
ウ
チ
〉
と
す
る
例
は
古
書
に
な
く
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
る
。
だ
が
、

〈
ウ
マ
シ
ウ
チ
〉
に
対
し
て
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
が
よ
い
と
す
る
考
え
は
、 

【
資
料
４
】
池
辺
義
象
『
古
事
記
通
釈
』
（
一
九
一
一
） 

味
師
内
に
対
し
て
タ
ケ
シ
ウ
チ
と
訓
む
か
た
よ
し 

と
あ
る
よ
う
に
、
広
く
認
知
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
昭
和
初
期
は
、
数

で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
⑦

。 

こ
れ
は
『
国
史
大
系 

日
本
書
紀
』（
一
八
九
八
）
『
国
史
大
系 

古
事
記
』（
一

八
九
九
）
に
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
武
田
祐
吉
、
土
橋

寛
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
が
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
の
訓
を
採
用
し
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
資
料
５
】
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』(

一
九
五
六) 

孝
元
天
皇
の
皇
子
、
比
古
布
都
押
の
信
の
命
の
子
、
兄
弟
に
味
師
内
の
宿
祢
が
あ
り
、

そ
の
名
と
対
す
る
も
の
と
し
て
、
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
と
読
ま
れ
る
。
ウ
チ
は
、
大

和
の
国
の
有
智
の
地
名
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
不
明
。
こ
の
人
は
、
長
命
で
、
仲
哀
・
応

神
・
仁
徳
の
三
朝
に
仕
え
、
権
勢
の
あ
る
時
代
が
長
か
っ
た
。
そ
れ
で
子
孫
が
繁
昌
し

て
、
蘇
我
・
石
川･

巨
勢･

紀
等
の
大
族
が
出
た
。
従
っ
て
こ
の
人
、
お
よ
び
そ
の
子
孫

の
関
係
す
る
歌
物
語
も
多
い
。 

そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
、
古
典
文
学
大
系
シ
リ
ー
ズ
（
岩
波
書
店
）
で
は
以
下
の
よ

う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

【
資
料
６
】
土
橋
寛
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
）(

一
九
五
七) 
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建
内
（
た
け
し
う
ち
）
の
宿
祢
（
す
く
ね
）
の
こ
と
。
タ
ケ
シ
は
美
称
。
ウ
チ
は
大
和

国
有
智
郡
の
地
で
、
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
氏
。
兄
を
味
師
（
う
ま
し
）
内
の
宿
祢
と
い

う
。 

【
資
料
７
】
倉
野
憲
司
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』
）(

一
九
五
八) 

ウ
マ
シ
は
可
美
で
美
称
、
内
（
ウ
チ
）
は
大
和
国
有
智
郡
に
因
ん
だ
名
で
、
建
内
の
内

も
同
じ
。
宿
祢
に
つ
い
て
は
紀
伝
に
、
古
は
た
だ
臣
た
ち
を
親
し
ん
で
言
っ
た
呼
び
名

で
、
姓
の
カ
バ
ネ
に
な
っ
た
の
は
、
天
武
天
皇
の
御
世
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

 

【
資
料
７
】
に
あ
る
よ
う
に
『
古
事
記
・
祝
詞
』
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を

採
用
し
て
い
る
が
、
【
資
料
６
】
『
古
代
歌
謡
集
』
で
は
古
事
記
歌
謡
と
と
も
に
日
本

書
紀
歌
謡
の
段
に
つ
い
て
も
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
日

本
書
紀
』（
一
九
六
六
年
）
で
は
訓
に
つ
い
て
の
注
記
は
な
い
が
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
〉
と
し
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。
古
典
文
学
大

系
シ
リ
ー
ズ
と
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
他
の
注
釈
書
で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク

ネ
〉
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
た
⑧

。
そ
の
後
は
古
訓
に
例
が
な
い
点
や
、
文
法
上
の

問
題
か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

【
資
料
８
】
西
宮
一
民
『
古
事
記 

修
訂
版
』(

二
〇
〇
〇
年
初
版
一
九
七
三
年) 

「
味
師
内
宿
祢
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
ウ
マ
シ
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
と
訓
ん
だ
。
ウ
マ
シ
は
形

容
詞
シ
ク
活
用
の
語
幹
。
す
る
と
、
こ
こ
の
「
建
内
宿
祢
」
も
同
じ
構
成
と
見
る
な
ら

ば
、
タ
ケ
シ
（
ク
活
用
）
の
語
幹
タ
ケ
、
そ
し
て
ウ
チ
の
ノ
ス
ク
ネ
と
訓
む
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
タ
ケ
シ
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
ま
た
は
タ
ケ
の
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
と
は
訓
ま
な
い
。

 

【
資
料
９
】
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
注
釈 

第
五
巻 

中
巻
上
』(

一
九
七
七) 

建
内
は
タ
ケ
ウ
チ
と
訓
む
。
タ
ケ
シ
ウ
チ
ま
た
は
タ
ケ
ノ
ウ
チ
と
は
訓
ま
な
い
。 

【
資
料
１０
】
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈 

第
三
巻
』(

一
九
八
八) 

タ
ケ
シ
ウ
チ
と
も
訓
め
る
が
（
紀
は
武
内
宿
祢
）
、
上
に
味
師
内
と
あ
る
の
で
タ
ケ
シ
ウ

チ
な
ら
建
師
内
と
書
き
そ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
に
建
や
武
一
字
を
タ
ケ
シ
と
訓
む
例

は
記
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

【
資
料
１１
】
神
野
志
隆
光(

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』)(

一
九
九
七) 

こ
の
人
物
は
、
成
務
朝
か
ら
仁
徳
朝
に
至
る
歴
代
に
仕
え
た
長
寿
の
人
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
な
お
「
建
内
」
を
タ
ケ
シ
ウ
チ
と
読
む
説
が
あ
る
が
、
形
容
詞
タ
ケ
シ
（
猛
）

は
ク
活
用
で
あ
る
か
ら
、
タ
ケ
ウ
チ
と
し
か
読
め
な
い
。
タ
ケ
シ
ウ
チ
の
読
み
は
、
前

出
の
「
味
師
内
」
に
類
推
し
て
後
世
作
ら
れ
た
形
。
ウ
マ
シ(

美)

は
ク
・
シ
ク
両
活
用

あ
り
、
ウ
マ
シ
ウ
チ
の
形
も
あ
り
う
る
。 

【
資
料
８
】
は
初
版
か
ら
何
度
か
改
訂
を
重
ね
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
訓
に
つ
い

て
は
一
貫
し
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
。
辞
書
類
を
除
く
と
、

二
〇
〇
〇
年
代
以
後
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
た
限
り
で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
以
上
確
認
し
て
き
た
よ

う
に
、
諸
本
を
踏
ま
え
る
と
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
で
は
な
く
、〈
タ
ケ
ウ
チ

ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。【
資
料
８
】【
資
料
１１
】
が
指
摘
す
る
よ
う
に
文

法
上
の
問
題
か
ら
も
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
の
は
難
し
い
。
以
上
の
点

か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。 

 

３ 

国
史
大
系
本
古
事
記
と
谷
森
善
臣 

諸
本
の
検
討
及
び
文
法
的
な
側
面
か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で

あ
る
と
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で

（4）

山　口　直　美
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は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
と
す
る
説
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
だ
こ
の
訓

を
取
る
説
が
な
い
も
の
と
推
測
で
き
る
。
先
に
挙
げ
た
宣
長
が
校
訂
し
た
『
訂
正
古

訓
古
事
記
』
、
ま
た
そ
れ
を
引
き
継
い
で
整
理
さ
れ
た
『
校
訂
古
事
記
』
も
こ
れ
に

従
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
、
宣
長
の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
説
を
調
べ
た
限
り
で
は
初
出
は
次
の
通

り
で
あ
る
⑥

。 

【
資
料
２
】
伴
信
友
「
建
内
宿
祢
の
名
の
唱
」
『
比
古
婆
衣
』
三
巻 

建
内
宿
祢
の
名
は
兄
を
味
師
内
宿
祢
と
称
へ
る
味
師
に
対
へ
た
る
美
称
に
て
、

多
祁
志
宇
智

タ

ケ

シ

ウ

チ

ノ

宿
祢
と
称
ひ
し
な
る
べ
し
。
其
は
ま
づ
古
事
記
に
兄
の
名
を
味
師
と
あ
る

を
書
紀
に
は
甘
美
と
書
き
姓
氏
録
に
は
味
と
一
字
と
書
る
を
お
も
ふ
に
宇
麻
志
の
志

は
甘
美
の
活
語
な
る
事
著
し
、
弟
の
名
も
同
じ
さ
ま
に
相
対
へ
て
多
祁
志
と
唱
へ
る
に

建
字
を
当
て
書
る
な
り 

『
比
古
婆
衣
』
は
伴
信
友
の
記
し
た
随
筆
集
で
、
弘
化
三
年
に
信
友
が
死
去
し
た

後
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
二
冊
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
二
冊
刊
行
さ

れ
、
残
り
は
伴
信
友
全
集
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
刊
行

さ
れ
た
。
信
友
は
本
居
宣
長
に
感
銘
を
う
け
て
宣
長
の
死
後
門
人
と
な
っ
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
宣
長
の
研
究
を
熟
知
し
た
上
で
の
説
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
建

内
宿
祢
の
兄
で
あ
る
味
師
内
宿
祢
（
『
日
本
書
紀
』
で
は
甘
美
内
宿
祢
）
は
〈
ウ
マ

シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
あ
り
同
じ
美
称
で
も
あ
る
の
で
対
と
し
て
訓
め
る
と
考
え
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
説
は
、『
古
事
記
』
で
は
な
い
が
次
の
よ
う
な
批
判
も
さ
れ
て
い

る
。 

【
資
料
３
】
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
』
（
一
八
九
九
） 

（
記
伝
の
説
を
記
し
た
後
、
）
近
頃
ま
た
多
祁
志
宇
智
と
訓
り
。
此
は
宇
麻
志
内
と
対
へ

て
。
宜
し
き
か
如
く
な
れ
と
。
し
か
訓
た
る
例
古
書
に
な
し
。
甚
し
き
ひ
か
こ
と
な
り
。 

〈
ウ
マ
シ
ウ
チ
〉
と
す
る
例
は
古
書
に
な
く
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
る
。
だ
が
、

〈
ウ
マ
シ
ウ
チ
〉
に
対
し
て
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
〉
が
よ
い
と
す
る
考
え
は
、 

【
資
料
４
】
池
辺
義
象
『
古
事
記
通
釈
』
（
一
九
一
一
） 

味
師
内
に
対
し
て
タ
ケ
シ
ウ
チ
と
訓
む
か
た
よ
し 

と
あ
る
よ
う
に
、
広
く
認
知
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
昭
和
初
期
は
、
数

で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
⑦

。 

こ
れ
は
『
国
史
大
系 

日
本
書
紀
』（
一
八
九
八
）
『
国
史
大
系 

古
事
記
』（
一

八
九
九
）
に
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
武
田
祐
吉
、
土
橋

寛
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
が
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
の
訓
を
採
用
し
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
資
料
５
】
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』(

一
九
五
六) 

孝
元
天
皇
の
皇
子
、
比
古
布
都
押
の
信
の
命
の
子
、
兄
弟
に
味
師
内
の
宿
祢
が
あ
り
、

そ
の
名
と
対
す
る
も
の
と
し
て
、
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
と
読
ま
れ
る
。
ウ
チ
は
、
大

和
の
国
の
有
智
の
地
名
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
不
明
。
こ
の
人
は
、
長
命
で
、
仲
哀
・
応

神
・
仁
徳
の
三
朝
に
仕
え
、
権
勢
の
あ
る
時
代
が
長
か
っ
た
。
そ
れ
で
子
孫
が
繁
昌
し

て
、
蘇
我
・
石
川･

巨
勢･

紀
等
の
大
族
が
出
た
。
従
っ
て
こ
の
人
、
お
よ
び
そ
の
子
孫

の
関
係
す
る
歌
物
語
も
多
い
。 

そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
、
古
典
文
学
大
系
シ
リ
ー
ズ
（
岩
波
書
店
）
で
は
以
下
の
よ

う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

【
資
料
６
】
土
橋
寛
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
）(

一
九
五
七) 
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建
内
（
た
け
し
う
ち
）
の
宿
祢
（
す
く
ね
）
の
こ
と
。
タ
ケ
シ
は
美
称
。
ウ
チ
は
大
和

国
有
智
郡
の
地
で
、
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
氏
。
兄
を
味
師
（
う
ま
し
）
内
の
宿
祢
と
い

う
。 

【
資
料
７
】
倉
野
憲
司
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』
）(

一
九
五
八) 

ウ
マ
シ
は
可
美
で
美
称
、
内
（
ウ
チ
）
は
大
和
国
有
智
郡
に
因
ん
だ
名
で
、
建
内
の
内

も
同
じ
。
宿
祢
に
つ
い
て
は
紀
伝
に
、
古
は
た
だ
臣
た
ち
を
親
し
ん
で
言
っ
た
呼
び
名

で
、
姓
の
カ
バ
ネ
に
な
っ
た
の
は
、
天
武
天
皇
の
御
世
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

 

【
資
料
７
】
に
あ
る
よ
う
に
『
古
事
記
・
祝
詞
』
は
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を

採
用
し
て
い
る
が
、
【
資
料
６
】
『
古
代
歌
謡
集
』
で
は
古
事
記
歌
謡
と
と
も
に
日
本

書
紀
歌
謡
の
段
に
つ
い
て
も
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
日

本
書
紀
』（
一
九
六
六
年
）
で
は
訓
に
つ
い
て
の
注
記
は
な
い
が
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
〉
と
し
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。
古
典
文
学
大

系
シ
リ
ー
ズ
と
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
他
の
注
釈
書
で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク

ネ
〉
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
た
⑧

。
そ
の
後
は
古
訓
に
例
が
な
い
点
や
、
文
法
上
の

問
題
か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

【
資
料
８
】
西
宮
一
民
『
古
事
記 

修
訂
版
』(

二
〇
〇
〇
年
初
版
一
九
七
三
年) 

「
味
師
内
宿
祢
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
ウ
マ
シ
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
と
訓
ん
だ
。
ウ
マ
シ
は
形

容
詞
シ
ク
活
用
の
語
幹
。
す
る
と
、
こ
こ
の
「
建
内
宿
祢
」
も
同
じ
構
成
と
見
る
な
ら

ば
、
タ
ケ
シ
（
ク
活
用
）
の
語
幹
タ
ケ
、
そ
し
て
ウ
チ
の
ノ
ス
ク
ネ
と
訓
む
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
タ
ケ
シ
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
ま
た
は
タ
ケ
の
ウ
チ
の
ス
ク
ネ
と
は
訓
ま
な
い
。

 

【
資
料
９
】
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
注
釈 

第
五
巻 

中
巻
上
』(

一
九
七
七) 

建
内
は
タ
ケ
ウ
チ
と
訓
む
。
タ
ケ
シ
ウ
チ
ま
た
は
タ
ケ
ノ
ウ
チ
と
は
訓
ま
な
い
。 

【
資
料
１０
】
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈 

第
三
巻
』(

一
九
八
八) 

タ
ケ
シ
ウ
チ
と
も
訓
め
る
が
（
紀
は
武
内
宿
祢
）
、
上
に
味
師
内
と
あ
る
の
で
タ
ケ
シ
ウ

チ
な
ら
建
師
内
と
書
き
そ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
に
建
や
武
一
字
を
タ
ケ
シ
と
訓
む
例

は
記
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

【
資
料
１１
】
神
野
志
隆
光(

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』)(

一
九
九
七) 

こ
の
人
物
は
、
成
務
朝
か
ら
仁
徳
朝
に
至
る
歴
代
に
仕
え
た
長
寿
の
人
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
な
お
「
建
内
」
を
タ
ケ
シ
ウ
チ
と
読
む
説
が
あ
る
が
、
形
容
詞
タ
ケ
シ
（
猛
）

は
ク
活
用
で
あ
る
か
ら
、
タ
ケ
ウ
チ
と
し
か
読
め
な
い
。
タ
ケ
シ
ウ
チ
の
読
み
は
、
前

出
の
「
味
師
内
」
に
類
推
し
て
後
世
作
ら
れ
た
形
。
ウ
マ
シ(

美)

は
ク
・
シ
ク
両
活
用

あ
り
、
ウ
マ
シ
ウ
チ
の
形
も
あ
り
う
る
。 

【
資
料
８
】
は
初
版
か
ら
何
度
か
改
訂
を
重
ね
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
訓
に
つ
い

て
は
一
貫
し
て
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
。
辞
書
類
を
除
く
と
、

二
〇
〇
〇
年
代
以
後
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
た
限
り
で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
以
上
確
認
し
て
き
た
よ

う
に
、
諸
本
を
踏
ま
え
る
と
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
で
は
な
く
、〈
タ
ケ
ウ
チ

ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。【
資
料
８
】【
資
料
１１
】
が
指
摘
す
る
よ
う
に
文

法
上
の
問
題
か
ら
も
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
の
は
難
し
い
。
以
上
の
点

か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。 

 

３ 
国
史
大
系
本
古
事
記
と
谷
森
善
臣 

諸
本
の
検
討
及
び
文
法
的
な
側
面
か
ら
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で

あ
る
と
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で

（5）

建内宿祢の訓について
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は
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
、
『
国
史
大
辞
典
』
で
は
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス

ク
ネ
〉
と
す
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
は
、『
国
史
大
系
古
事

記
』
な
ら
び
に
『
国
史
大
系
日
本
書
紀
』
の
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
国
史
大
系
古
事
記
』
、『
国
史
大
系
日
本
書
紀
』、
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
訂
増
補

国
史
大
系
古
事
記
』
は
建
内
宿
祢
を
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
じ
て
い
る
⑨

。 

『
国
史
大
系
古
事
記
』
に
つ
い
て
「
校
訂
本
と
し
て
最
も
完
備
し
て
い
る
。
」
⓾

と

い
う
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
当
時
か
ら
信
用
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

現
在
も
本
文
引
用
に
適
し
た
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。 

国
史
大
系
は
、
明
治
三
〇
年(

一
八
九
七)
に
『
日
本
書
紀
』
の
刊
行
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
日
本
史
資
料
叢
書
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に

刊
行
さ
れ
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
凡
例
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 

古
事
記
は
故
伴
信
友
山
田
以
文
山
根
輝
實
諸
大
人
が
尾
張
国
真
福
寺
本
慶
永
年
間
古
写

の
伊
勢
本
其
他
諸
本
を
以
て
比
校
せ
し
も
の
を
谷
森
善
臣
翁
の
更
に
増
補
校
訂
せ
る
手

校
本
二
部
及
び
秘
閣
本
等
に
拠
り
て
古
訓
古
事
記
に
標
註
訂
正
を
加
へ
た
り
且
つ
古
事

記
伝
の
説
を
掲
け
欄
外
に
は
そ
の
巻
数
を
加
へ
て
同
書
を
読
ま
ん
人
の
便
に
供
せ
り
。 

（
国
史
大
系 

第
七
巻
『
古
事
記
』
経
済
新
聞
社
一
八
九
八
年
） 

右
に
名
前
の
あ
る
谷
森
善
臣
と
は
、
本
名
は
種
松
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

十
二
月
二
十
八
日
、
京
都
に
生
ま
れ
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
十
一
月
十

六
日
に
没
し
た
国
学
者
で
あ
る
。
谷
森
の
業
績
は
、
林
恵
一
氏
「
谷
森
善
臣
著
作
年

譜
抄
」
に
詳
し
い
。
『
国
史
大
系
古
事
記
』
の
底
本
に
採
用
さ
れ
た
校
訂
本
だ
が
、

今
日
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、「
著
作
・
蔵
書
は
一
括
さ
れ
て

谷
森
家
か
ら
献
上
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
⑪

た
め
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。 

谷
森
の
校
訂
し
た
古
事
記
は
、
国
史
大
系
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
今
日
の
研
究
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
青
木
周
平
氏
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

の
谷
森
善
臣
の
『
古
事
記
』
校
訂
本
は
四
本
（
谷
一
五
四
、
谷
一
六
〇
、
谷
一
六
五
、

谷
一
七
〇
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
本
が
自
筆
校
訂
本
（
谷
一
七
〇
）
と
あ
る
⑫

。
前

述
の
国
史
大
系
の
二
本
は
ど
の
本
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
刊
行
さ
れ
た
、

『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

古
事
記
』（
一
九
三
六
）
で
は
さ
ら
に
複
数
の
諸
本
を
加

え
て
校
合
し
た
旨
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 
 

谷
森
翁
校
訂
本
は
二
部
よ
り
成
る
、
一
部
は
寛
永
二
十
一
年
板
本
を
底
本
し
て
、
こ
れ
に

真
福
寺
本
。
曼
殊
院
本
、
醍
醐
殿
本
、
鈴
鹿
連
胤
本
等
を
忠
実
に
校
合
せ
る
校
本
に
し
て
、

一
部
は
か
く
し
て
成
れ
る
も
の
に
よ
り
て
新
に
校
訂
本
を
作
り
、
嘉
永
七
年
自
ら
浄
書

せ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
而
し
て
そ
の
後
な
ほ
古
写
本
の
校
合
を
継
続
す
る
と
同
時
に
校

訂
本
の
改
訂
に
従
事
せ
ら
れ
、
遂
に
未
定
稿
と
し
て
世
に
遺
さ
れ
し
も
の
な
り
。
未
だ
世

に
印
行
を
見
ず
と
雖
も
数
十
年
の
努
力
に
成
れ
る
も
の
、
本
書
を
校
勘
す
る
に
当
り
亦

古
事
記
伝
と
共
に
最
も
多
く
之
を
参
考
せ
り
。 

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
七
巻
『
古
事
記
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
三
六
年
） 

こ
こ
に
あ
る
二
本
う
ち
の
前
者
が
谷
一
六
〇
で
、
後
者
が
自
筆
校
本
の
谷
一
七
〇

あ
た
る
と
い
う
。
青
木
氏
は
、
善
臣
は
底
本
と
し
て
用
い
た
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』、

寛
永
版
本
を
含
め
て
、
十
七
本
の
も
の
古
事
記
を
調
査
し
た
と
指
摘
し
て
お
り
、
そ

の
集
大
成
が
（
谷
一
七
〇
）
の
自
筆
校
訂
本
と
な
る
⑬

。
そ
し
て
こ
の
中
に
は
伴
信

友
校
本
と
さ
れ
る
一
本
も
含
ま
れ
る
。 

谷
森
善
臣
が
伴
信
友
に
国
学
の
教
授
を
う
け
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
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る
。
青
木
氏
は
谷
森
が
信
友
の
死
去
し
た
弘
化
三
年
十
月
に
、『
古
事
記
』
の
校
合

を
は
じ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
善
臣
に
、
信
友
の
研
究
を
引
き
継
ぐ
意
志
が
あ
っ

た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
」
⑭

と
述
べ
て
い
る
。
信
友
の
全
集
本
の
刊
行

に
つ
い
て
は
谷
森
も
尽
力
し
た
こ
と
、
諸
本
を
か
な
り
所
持
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
師
弟
と
し
て
両
者
の
関
係
の
深
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
⑮

。 

信
友
が
『
比
古
婆
衣
』
を
出
版
し
た
の
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
以
降
だ
が
、

そ
れ
よ
り
以
前
に
そ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
⑯

。
『
国
史
大

系
古
事
記
』
の
凡
例
に
は
、
校
訂
を
加
え
た
場
合
諸
本
の
略
称
を
示
す
と
あ
る
。
し

か
し
建
内
宿
祢
の
箇
所
に
略
称
が
な
い
こ
と
か
ら
、
谷
森
の
校
訂
本
で
〈
タ
ケ
シ
ウ

チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
既
に
採
用
さ
れ
て
い
た
と
も
推
測
で
き
る
。 

ま
た
、
『
国
史
大
系
日
本
書
紀
』
も
同
じ
よ
う
に
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が

採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
凡
例
で
は
、
底
本
を
「
小
中
村
清
矩
が
安
政
の
頃
内
藤
廣
前

の
校
本
を
以
て
異
同
を
註
さ
れ
し
も
の
に
拠
り
て
寛
文
の
板
本
（
流
布
本
）
に
標
註

を
加
え
傍
ら
日
本
紀
通
証
書
紀
集
解
等
二
三
の
書
を
参
考
し
て
校
訂
せ
り
。
」
⑰

と

あ
る
。
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
の
中
に
古
事
記
が
あ
り
、
何
に
拠
っ
た
か
は
書
か
れ
て

い
な
い
が
、
『
国
史
大
系
本
古
事
記
』
の
底
本
と
な
っ
た
谷
森
本
で
あ
る
可
能
性
は

あ
る
だ
ろ
う
。
谷
森
の
校
訂
に
つ
い
て
、
準
拠
諸
本
、
校
合
の
姿
勢
等
を
調
査
し
た

青
木
氏
は
、
い
ま
だ
検
討
を
要
す
る
点
が
多
い
と
し
な
が
ら
も 

 
 

善
臣
の
訓
は
、
多
く
出
典
を
明
記
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
色
分
け
で
表

示
す
る
書
き
入
れ
本
を
み
て
も
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
自
筆
校
訂
本
（
谷
一

七
〇
）
の
訓
も
、
何
に
主
と
し
て
拠
っ
た
か
は
明
記
し
な
い
。
し
か
し
全
体
を
通
読
す

れ
ば
、
宣
長
の
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
に
最
も
近
い
印
象
を
持
つ
⑱

。 

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
出
典
研
究
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
言
及
し
て
い
る
。

宣
長
の
研
究
と
と
も
に
、
伴
信
友
の
研
究
の
影
響
も
改
め
て
検
討
す
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
建
内
宿
祢
の
訓
の
問
題
か
ら
出
発
し
、〈
タ
ケ
ウ

チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、〈
タ

ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
い
う
訓
の
出
所
と
、
そ
の
訓
み
が
ど
の
よ
う
に
研
究
に
引

き
継
が
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
『
国
史
大
系
本
古
事
記
』
の
底

本
の
問
題
へ
と
辿
り
着
い
た
。
こ
の
本
は
青
木
氏
に
よ
り
調
査
が
な
さ
れ
た
が
、「
明

治
以
後
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類
は
ほ
と
ん
ど
の
本
が
宣
長
説
を
継
承
す
る
。
そ
の

中
で
、
僅
か
な
が
ら
善
臣
説
を
伝
え
る
の
が
「
旧
輯
国
史
大
系
」
及
び
「
新
訂
増
補

国
史
大
系
本
」
で
あ
る
。
」
⑲

と
し
、
幕
末
か
ら
明
治
の
『
古
事
記
』
研
究
に
お
い
て

優
れ
た
点
が
多
い
と
し
て
い
る
。 

谷
森
善
臣
は
、
建
内
宿
祢
の
訓
を
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
信
友
の
説

を
継
承
し
た
と
推
測
で
き
る
。
伴
信
友
は
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
古

事
記
研
究
に
お
い
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
詳
細
な
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
伴
信
友
校
訂
本
の
検
討
や
谷
森
善

臣
校
訂
本
と
の
比
較
等
を
す
す
め
、
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。 

  

（6）

山　口　直　美
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は
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
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し
、
『
国
史
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』
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ノ
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。
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史
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史
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。
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史
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史
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史
大
系
古
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⑨
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史
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系
古
事
記
』
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「
校
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本
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最
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」
⓾
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う
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史
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系
は
、
明
治
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八
九
七)

に
『
日
本
書
紀
』
の
刊
行
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
日
本
史
資
料
叢
書
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に

刊
行
さ
れ
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
凡
例
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次
の
よ
う
に
あ
る
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友
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古
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古
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国
史
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日
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史
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史
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古
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の
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底
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と
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用
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を
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、
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も
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お
り
、
そ

の
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が
（
谷
一
七
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の
自
筆
校
訂
本
と
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⑬

。
そ
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こ
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に
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友
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る
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も
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友
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古
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友
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意
志
が
あ
っ

た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
」
⑭

と
述
べ
て
い
る
。
信
友
の
全
集
本
の
刊
行

に
つ
い
て
は
谷
森
も
尽
力
し
た
こ
と
、
諸
本
を
か
な
り
所
持
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
師
弟
と
し
て
両
者
の
関
係
の
深
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
⑮

。 

信
友
が
『
比
古
婆
衣
』
を
出
版
し
た
の
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
以
降
だ
が
、

そ
れ
よ
り
以
前
に
そ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
⑯

。
『
国
史
大

系
古
事
記
』
の
凡
例
に
は
、
校
訂
を
加
え
た
場
合
諸
本
の
略
称
を
示
す
と
あ
る
。
し

か
し
建
内
宿
祢
の
箇
所
に
略
称
が
な
い
こ
と
か
ら
、
谷
森
の
校
訂
本
で
〈
タ
ケ
シ
ウ

チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
既
に
採
用
さ
れ
て
い
た
と
も
推
測
で
き
る
。 

ま
た
、
『
国
史
大
系
日
本
書
紀
』
も
同
じ
よ
う
に
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が

採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
凡
例
で
は
、
底
本
を
「
小
中
村
清
矩
が
安
政
の
頃
内
藤
廣
前

の
校
本
を
以
て
異
同
を
註
さ
れ
し
も
の
に
拠
り
て
寛
文
の
板
本
（
流
布
本
）
に
標
註

を
加
え
傍
ら
日
本
紀
通
証
書
紀
集
解
等
二
三
の
書
を
参
考
し
て
校
訂
せ
り
。
」
⑰

と

あ
る
。
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
の
中
に
古
事
記
が
あ
り
、
何
に
拠
っ
た
か
は
書
か
れ
て

い
な
い
が
、
『
国
史
大
系
本
古
事
記
』
の
底
本
と
な
っ
た
谷
森
本
で
あ
る
可
能
性
は

あ
る
だ
ろ
う
。
谷
森
の
校
訂
に
つ
い
て
、
準
拠
諸
本
、
校
合
の
姿
勢
等
を
調
査
し
た

青
木
氏
は
、
い
ま
だ
検
討
を
要
す
る
点
が
多
い
と
し
な
が
ら
も 

 
 

善
臣
の
訓
は
、
多
く
出
典
を
明
記
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
色
分
け
で
表

示
す
る
書
き
入
れ
本
を
み
て
も
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
自
筆
校
訂
本
（
谷
一

七
〇
）
の
訓
も
、
何
に
主
と
し
て
拠
っ
た
か
は
明
記
し
な
い
。
し
か
し
全
体
を
通
読
す

れ
ば
、
宣
長
の
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
に
最
も
近
い
印
象
を
持
つ
⑱

。 

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
出
典
研
究
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
言
及
し
て
い
る
。

宣
長
の
研
究
と
と
も
に
、
伴
信
友
の
研
究
の
影
響
も
改
め
て
検
討
す
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
建
内
宿
祢
の
訓
の
問
題
か
ら
出
発
し
、〈
タ
ケ
ウ

チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、〈
タ

ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
い
う
訓
の
出
所
と
、
そ
の
訓
み
が
ど
の
よ
う
に
研
究
に
引

き
継
が
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
『
国
史
大
系
本
古
事
記
』
の
底

本
の
問
題
へ
と
辿
り
着
い
た
。
こ
の
本
は
青
木
氏
に
よ
り
調
査
が
な
さ
れ
た
が
、「
明

治
以
後
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類
は
ほ
と
ん
ど
の
本
が
宣
長
説
を
継
承
す
る
。
そ
の

中
で
、
僅
か
な
が
ら
善
臣
説
を
伝
え
る
の
が
「
旧
輯
国
史
大
系
」
及
び
「
新
訂
増
補

国
史
大
系
本
」
で
あ
る
。
」
⑲

と
し
、
幕
末
か
ら
明
治
の
『
古
事
記
』
研
究
に
お
い
て

優
れ
た
点
が
多
い
と
し
て
い
る
。 

谷
森
善
臣
は
、
建
内
宿
祢
の
訓
を
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
す
る
信
友
の
説

を
継
承
し
た
と
推
測
で
き
る
。
伴
信
友
は
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
古

事
記
研
究
に
お
い
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
詳
細
な
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
伴
信
友
校
訂
本
の
検
討
や
谷
森
善

臣
校
訂
本
と
の
比
較
等
を
す
す
め
、
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。 

  

（7）

建内宿祢の訓について
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〈 
注 

〉
諸
注
釈
に
つ
い
て
は
本
文
に
記
載
し
た
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
新
字
に
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。 

①
【
表
１
】
は
以
下
を
参
照
し
作
成
し
た
。 

小
野
寺
光
雄
『
諸
本
集
成
古
事
記
』
勉
誠
出
版 

一
九
八
一
年 

倉
野
憲
司
他
編
『
校
本
古
事
記
』
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
六
五
年 

西
田
長
男
解
題
『
卜
部
兼
永
筆
本
古
事
記
』
勉
誠
出
版 

一
九
八
一
年 

 

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
古
事
記
』
八
木
書
店 

二
〇
〇
三
年 

『
梵
瞬
本
古
事
記
』
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

②
諸
本
並
び
に
版
本
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
の
他
に
以
下
を
参
考
に
し
た 

澤
瀉
久
孝
・
濱
田
敦
「
古
事
記
諸
本
概
説
（
上
）（
下
）
」『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
四
巻
二
号
・

三
号 

一
九
四
六
年 

古
賀
精
一
「
古
事
記
諸
本
の
研
究
」、
次
田
潤
「
古
事
記
の
版
本
」
（
と
も
に
『
古
事
記
大

成
一 

研
究
史
篇
』
平
凡
社 

一
九
五
六
年
に
所
収
） 

鈴
木
啓
之
「
真
福
寺
本
古
事
記
の
成
立
と
伝
来
」（
『
古
事
記
研
究
大
系
二 

古
事
記
の
研

究
史
』
高
科
書
店 

一
九
九
九
年
） 

③
林
勉
「
日
本
書
紀
訓
読
三
題
―
「
武
内
宿
禰
」「
儺
県
・
儺
河
・
那
津
」「
向
津
国
」
―
」『
古

代
史
論
叢
上
巻
』
一
九
七
八
年 

吉
川
弘
文
館 

な
お
、
林
氏
の
論
文
で
は
、
①
『
古
事
記
』
の
建
内
宿
祢
の
例
は
十
三
例
と
す
る
が
正

し
く
は
十
四
例
で
あ
る
。
②
神
功
記
の
例
は
な
く
正
し
く
は
仲
哀
記
を
指
す
。
③
諸
本
に

つ
い
て
（
春
）
を
春
瑜
本
と
す
る
が
『
諸
本
集
成
古
事
記
』
に
拠
れ
ば
延
春
本
を
指
し
て

い
る
。
上
記
三
点
を
訂
正
す
る
。 

④
武
内
宿
祢
を
祭
神
と
す
る
、
宇
倍
神
社
（
鳥
取
県
鳥
取
市
、
因
幡
国
一
宮
）
で
は
〈
タ
ケ
ノ・

ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
お
り
、
信
仰
や
口
承
で
は
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
根
付
い

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
人
名
・
地
名
で
は
〈タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉の
形
が
あ
る
。
本
稿
で

は
諸
本
の
訓
を
問
題
と
す
る
た
め
、
こ
の
点
は
別
途
検
討
す
る
。 

⑤
林
勉
氏
前
掲
論
文
で
は
、「
日
本
書
紀
の
古
い
諸
本
で
は
「
武
内
宿
祢
」
は
「
タ
ケ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
」
と
訓
む
の
が
極
め
て
有
力
で
あ
り
、「
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
」
も
可
能
性
は
あ

る
が
確
か
な
例
は
一
例
も
な
い
。「
タ
ケ
ノ
ウ
チ
（
ノ
）
ス
ク
ネ
」
は
極
め
て
少
例
な
が
ら

あ
る
が
、
可
能
性
も
少
な
い
と
い
え
る
。
」
と
し
て
い
る
。 

⑥
荷
田
春
満
（
書
入
本
古
事
記 

『
新
編
荷
田
春
満 

全
集 

第
一
巻
』
お
う
ふ
う 

２
０
０

３
年
）
、
賀
茂
真
淵
（
「
真
淵
書
入 

古
事
記
」
『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
二
六
巻
』
続
群
書
類

従
完
成
会 

一
九
八
一
年
）
と
も
に
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
い
る
。 

⑦
林
勉 

前
掲
論
文 

⑧
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
じ
る
例
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
次
の
注
釈
書
が
あ
る
。 

・
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
校
注 

日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
』
朝
日
新
聞
社 

一
九
六
二
年 

・
丸
山
二
郎
『
標
注
訓
読
古
事
記
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
六
五
年 

・
尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
加
藤
中
道
館 

一
九
六
六
年 

⑨
新
訂
増
補 

国
史
大
系
第
一
巻
『
日
本
書
紀
』（
吉
川
弘
文
館 

一
九
二
九
年
）
で
は
北
野

本
の
訓
で
あ
る
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
、
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』
か
ら
変
更

し
て
い
る
。 

⑩
次
田
潤
「
古
事
記
の
版
本
」
『
古
事
記
大
成
一 

研
究
史
篇
』
平
凡
社 

一
九
五
六
年 

⑪
林
恵
一
「
谷
森
善
臣
著
作
年
譜
抄
」
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
三
号 

一
九
七
一
年 

⑫
青
木
周
平
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
」『
青
木
周
平
著
作
集 

古
代
文
献
の
受
容
史

研
究
』（
初
出
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
―
幕
末
か
ら
明
治
の
古
事
記
研
究
の
一
環

9 

 

と
し
て
―
」『
維
新
前
後
に
於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所 

一

九
八
三
年
） 

⑬
青
木
周
平
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究 

補
説
」『
青
木
周
平
著
作
集 

古
代
文
献
の

受
容
史
研
究
』（
初
出
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
―
嘉
永
七
年
写
校
本
の
市
―
」『
國

學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
報
』
一
八
―
六 

一
九
八
二
年
） 

⑭
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

⑮
川
瀬
一
馬
「
伴
信
友
の
業
績
」『
伴
信
友
全
集 

別
巻
伴
信
友
研
究
篇
』
ぺ
り
か
ん
社 

一

九
七
九
年 

⑯
『
比
古
婆
衣
』
の
写
本
や
出
版
状
況
は
「
伴
信
友
著
撰
書
目
録
稿
」
『
伴
信
友
全
集 

別
巻

伴
信
友
研
究
篇
』
ぺ
り
か
ん
社 

一
九
七
九
年
に
拠
る
。 

⑰
国
史
大
系 

第
一
巻
『
日
本
書
紀
』
経
済
新
聞
社 

一
八
九
七
年 

⑱
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

⑲
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

（8）

山　口　直　美
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〈 

注 

〉
諸
注
釈
に
つ
い
て
は
本
文
に
記
載
し
た
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
新
字
に
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。 

①
【
表
１
】
は
以
下
を
参
照
し
作
成
し
た
。 

小
野
寺
光
雄
『
諸
本
集
成
古
事
記
』
勉
誠
出
版 

一
九
八
一
年 

倉
野
憲
司
他
編
『
校
本
古
事
記
』
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
六
五
年 

西
田
長
男
解
題
『
卜
部
兼
永
筆
本
古
事
記
』
勉
誠
出
版 

一
九
八
一
年 

 

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
古
事
記
』
八
木
書
店 

二
〇
〇
三
年 

『
梵
瞬
本
古
事
記
』
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

②
諸
本
並
び
に
版
本
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
の
他
に
以
下
を
参
考
に
し
た 

澤
瀉
久
孝
・
濱
田
敦
「
古
事
記
諸
本
概
説
（
上
）（
下
）
」『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
四
巻
二
号
・

三
号 

一
九
四
六
年 

古
賀
精
一
「
古
事
記
諸
本
の
研
究
」、
次
田
潤
「
古
事
記
の
版
本
」
（
と
も
に
『
古
事
記
大

成
一 

研
究
史
篇
』
平
凡
社 

一
九
五
六
年
に
所
収
） 

鈴
木
啓
之
「
真
福
寺
本
古
事
記
の
成
立
と
伝
来
」（
『
古
事
記
研
究
大
系
二 

古
事
記
の
研

究
史
』
高
科
書
店 

一
九
九
九
年
） 

③
林
勉
「
日
本
書
紀
訓
読
三
題
―
「
武
内
宿
禰
」「
儺
県
・
儺
河
・
那
津
」「
向
津
国
」
―
」『
古

代
史
論
叢
上
巻
』
一
九
七
八
年 

吉
川
弘
文
館 

な
お
、
林
氏
の
論
文
で
は
、
①
『
古
事
記
』
の
建
内
宿
祢
の
例
は
十
三
例
と
す
る
が
正

し
く
は
十
四
例
で
あ
る
。
②
神
功
記
の
例
は
な
く
正
し
く
は
仲
哀
記
を
指
す
。
③
諸
本
に

つ
い
て
（
春
）
を
春
瑜
本
と
す
る
が
『
諸
本
集
成
古
事
記
』
に
拠
れ
ば
延
春
本
を
指
し
て

い
る
。
上
記
三
点
を
訂
正
す
る
。 

④
武
内
宿
祢
を
祭
神
と
す
る
、
宇
倍
神
社
（
鳥
取
県
鳥
取
市
、
因
幡
国
一
宮
）
で
は
〈
タ
ケ
ノ・

ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
お
り
、
信
仰
や
口
承
で
は
〈
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
が
根
付
い

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
人
名
・
地
名
で
は
〈タ
ケ
ノ
ウ
チ
〉の
形
が
あ
る
。
本
稿
で

は
諸
本
の
訓
を
問
題
と
す
る
た
め
、
こ
の
点
は
別
途
検
討
す
る
。 

⑤
林
勉
氏
前
掲
論
文
で
は
、「
日
本
書
紀
の
古
い
諸
本
で
は
「
武
内
宿
祢
」
は
「
タ
ケ
ウ
チ
ノ

ス
ク
ネ
」
と
訓
む
の
が
極
め
て
有
力
で
あ
り
、「
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
」
も
可
能
性
は
あ

る
が
確
か
な
例
は
一
例
も
な
い
。「
タ
ケ
ノ
ウ
チ
（
ノ
）
ス
ク
ネ
」
は
極
め
て
少
例
な
が
ら

あ
る
が
、
可
能
性
も
少
な
い
と
い
え
る
。
」
と
し
て
い
る
。 

⑥
荷
田
春
満
（
書
入
本
古
事
記 

『
新
編
荷
田
春
満 

全
集 

第
一
巻
』
お
う
ふ
う 

２
０
０

３
年
）
、
賀
茂
真
淵
（
「
真
淵
書
入 

古
事
記
」
『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
二
六
巻
』
続
群
書
類

従
完
成
会 

一
九
八
一
年
）
と
も
に
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
し
て
い
る
。 

⑦
林
勉 

前
掲
論
文 

⑧
〈
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
と
訓
じ
る
例
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
次
の
注
釈
書
が
あ
る
。 

・
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
校
注 

日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
』
朝
日
新
聞
社 

一
九
六
二
年 

・
丸
山
二
郎
『
標
注
訓
読
古
事
記
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
六
五
年 

・
尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
加
藤
中
道
館 

一
九
六
六
年 

⑨
新
訂
増
補 

国
史
大
系
第
一
巻
『
日
本
書
紀
』（
吉
川
弘
文
館 

一
九
二
九
年
）
で
は
北
野

本
の
訓
で
あ
る
〈
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
〉
を
採
用
し
、
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』
か
ら
変
更

し
て
い
る
。 

⑩
次
田
潤
「
古
事
記
の
版
本
」
『
古
事
記
大
成
一 

研
究
史
篇
』
平
凡
社 

一
九
五
六
年 

⑪
林
恵
一
「
谷
森
善
臣
著
作
年
譜
抄
」
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
三
号 

一
九
七
一
年 

⑫
青
木
周
平
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
」『
青
木
周
平
著
作
集 

古
代
文
献
の
受
容
史

研
究
』（
初
出
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
―
幕
末
か
ら
明
治
の
古
事
記
研
究
の
一
環
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と
し
て
―
」『
維
新
前
後
に
於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所 

一

九
八
三
年
） 

⑬
青
木
周
平
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究 

補
説
」『
青
木
周
平
著
作
集 

古
代
文
献
の

受
容
史
研
究
』（
初
出
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
―
嘉
永
七
年
写
校
本
の
市
―
」『
國

學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
報
』
一
八
―
六 

一
九
八
二
年
） 

⑭
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

⑮
川
瀬
一
馬
「
伴
信
友
の
業
績
」『
伴
信
友
全
集 

別
巻
伴
信
友
研
究
篇
』
ぺ
り
か
ん
社 

一

九
七
九
年 

⑯
『
比
古
婆
衣
』
の
写
本
や
出
版
状
況
は
「
伴
信
友
著
撰
書
目
録
稿
」
『
伴
信
友
全
集 

別
巻

伴
信
友
研
究
篇
』
ぺ
り
か
ん
社 

一
九
七
九
年
に
拠
る
。 

⑰
国
史
大
系 

第
一
巻
『
日
本
書
紀
』
経
済
新
聞
社 

一
八
九
七
年 

⑱
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

⑲
青
木
周
平 

前
掲
論
文
（
注
⑫
） 

（9）

建内宿祢の訓について


